
 

外部評価報告書 

｢アクティブ電波画像技術｣ 

１  外部評価委員会の概要 

（１） 日程・場所： 平成２３年１２月１９日 

防衛省技術研究本部 本部長会議室 

（２） 評価委員（職名は委員会開催時点。敬称略、五十音順） 

 桐本 哲郎 （電気通信大学 大学院情報理工学研究科 教授） 

 高瀬 浩史 （日本工業大学 電子情報メディア学群情報工学科 准教授） 

（委員長） 林 尚吾 （東京海洋大学 海洋工学部 海事システム工学科 教授） 

 山本 憲夫 

 

（(独）電子航法研究所 研究企画統括） 

（３） 説明者：技術研究本部 

航空装備研究所 誘導武器技術研究部 光電波誘導研究室   

室長 山口裕之  

２  評価対象項目 

将来ミサイルシステムの研究（３）アクティブ電波画像誘導方式に関する研究  

（研試（その１）システム設計（機能・性能配分）終了時点） 

（計画担当：技術研究本部 航空装備研究所 誘導武器技術研究部 光電波誘導研 

究室） 

３  評価対象事項 

電波画像関連技術 

４  事業の概要 

（１） 研究の目的 

背景雑音（クラッタ）に比べて反射信号が小さく、かつ、移動速度が遅いためにドップ

ラ周波数が低い目標の検知は、従来の電波シーカ技術では極めて困難である。本研

究では、このような環境下においても、目標の捜索・検知・追尾を可能とするアクティブ

電波画像誘導方式に関する研究試作を行い技術資料を得る。 

（２） 研究開発線表 
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 研試（その１） 

研試（その２） 

所試 

研試（その３） 



（３） 運用構想 

別紙１参照 

（４） 試作品（誘導装置１型）の概要 

別紙２参照 

（５） システム設計結果の一例 

別紙３参照 
 

５ 評価の概要 

（１） 議論・質疑が集まったところ 

・ ＣＦＴ※での擬似目標について  

・ デジタルパルス圧縮処理について  

・ 艦船のＲＣＳシミュレーション手法と海面と艦船との多重反射の影響について  

・ 誘導方式について 

（２） 頂いたコメント、提言等 

 諸外国の類似技術の調査は困難であると思うが、継続的な調査が望まれる。  

 符号系列の相互相関等について今後検討を深めてほしい。  

 検知確率や誤警報確率も検討してほしい。  

 シミュレーションでは妥当な結果を得ており、ＣＦＴ等による原理確認に期待したい。  

（３） 外部評価委員会のまとめ 

ドップラービームシャープニング方式を用いることによって、電波画像技術における角

度分解能を向上し、クラッタ量を低減させることで、信号クラッタ比の低下する低ＲＣＳ目

標への対処に取り組んでいることを高く評価する。  

今後の研究においては、実証的な試験データを取得し、実効性を伴う技術を確立され

たい。本技術を適用した飛しょう体の航法についても今後詳細な検討を要望する。  

 

※ ＣＦＴ ： Captive Flight Test 航空機等にミサイルの誘導装置を取り付け、ミサイルの

飛しょう経路を飛行し、ミサイルの誘導装置の性能を確認する試験  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


